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令和６年６月定例会の概要

　令和６年６月定例会は６月１７日に開会、会期を２８日までの１２日間と決定し、初日に市長から所
信表明を受けました。一般質問を６月２０日に行い、７名の議員が市政全般についてただしました。 

　２４日には市長から議案の説明を受け、「御所市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条
例の一部改正について」や「奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合」の解散に伴う議決案件等、市
長から提出された議決８案件、報告８案件を慎重審議の結果、原案どおり全会一致で承認、可決、同意
しました。また補正予算特別委員会の設置がなされ、８名の委員が選任されました。 

　２５日は補正予算特別委員会、２６日は近鉄・ＪＲ御所駅周辺整備特別委員会、県域水道一体化に係
る特別委員会を開きました。 

　議会閉会日には、市長から定額減税補足給付金事業や物価高騰対策などの「令和６年度御所市一般会
計補正予算（第４号）について」などが追加議案として提出され、原案どおり全会一致で可決しまし
た。さらに、「奈良県広域消防組合議会議員の選出について」組合議会議員の任期満了のため、議長の
指名により南議長が選出されました。

補 正 予算特別委員会
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事業名 事業内容 事業費
財源内訳

国庫 県費 地方債 その他 一般財源

市コミュニティ
バス事故処理 
対応経費

令和６年２月２０日発生の御所市
コミュニティバスへの追突事故に
係る車両修理費用等の一時建て替
え。 6,640 6,640

保育士処遇改善
事業

民間保育所等における常勤保育士
の処遇改善のため、常勤保育士１
人につき月２万円の補助を実施。 11,400 5,700 5,700

国民健康保険事
業特別会計への
繰出金の増額

マイナンバーカードと被保険者証の
一体化に関する被保険者証・短期
被保険者証の送付を行うために国
保会計の歳出を増額したことによ
る一般会計からの繰出の増。 231 231

新しい学校づく
り基本方針策定
業務委託

現在の小中学校の現状及び課題、
新しい学校づくりの必要性並びに
再編の方針を示す「新しい学校づ
くり基本方針」の策定。 10,956 10,956

市費講師に係る
人件費の増額

市内小学校において市費講師を雇
用し複式学級の解消を図る。 4,150 4,150

合計 33,377 0 5,700 0 6,640 21,037

補正後の 
一般会計予算額 17,298593 2,309,798 850,079 2,509,400 2,076,006 9,553,310

一般会計補正予算（第３号）の概要
（単位：千円）



　６⽉２４⽇の本会議において、８名の委員による補正予算特別委員会が設置されました。委員に⽥中
曜平委員、丸⼭誠委員、齋藤聡委員、中⾕文雄委員、川本雅樹委員、⽣川真也委員、杉本延博委員、松
浦正一委員を選出し、委員の互選によって委員⻑に⽣川真也委員、副委員⻑に杉本延博委員が選任され
ました。 

　本委員会に付託を受けた、議第３７号令和６年度御所市⼀般会計補正予算（第３号）について、及び
議第３８号令和６年度御所市国⺠健康保険事業特別会計補正予算（第１号）についての２議案につい
て、６⽉２５⽇委員会を開催し慎重に審議を⾏いました。 

　議第３７号、令和６年度御所市⼀般会計補正予算（第３号）についてでは、まず市コミュニティバス
事故対応経費について、市の所有物であり費⽤負担して保険に⼊っているバスが追突され修理が必要に
なった時に、その保険が使えないような業務委託契約となっていることに対し疑問と⽭盾を感じると委
員の指摘がありました。今回のことを踏まえ、しっかりと担当と受託者とで協議をしていただきたいと
要望しました。 
　次に、⺠間保育所等の常勤保育⼠に⽉額２万円の補助を⾏う「保育⼠処遇改善事業交付⾦」につい
て、実際に処遇改善がされているのかの確認⽅法の説明を求めました。これに対して、「実績報告の中
で明細や給与台帳を確認し、確かに改善がされていることを確認する」と答弁がありました。 
　また、教育費の「新しい学校づくり基本⽅針策定委託料」については、外部委託する範囲、現場の意
⾒の反映などについて詳細な説明を求めるとともに、市が⾃分事として取り組む姿勢があるかをただし
ました。これに対して、「全ての業務内容について、教育委員会だけではなく、市としてしっかり関与
していくため、『学校適正規模・適正配置庁内検討委員会』が中⼼的な役割を担って進めていく。それ
をコーディネートするのが委託業者の仕事であると思う」との答弁がありました。また、新しい学校の
⽤地の選定も課題となるが、スクールバスについても具体的な施策も含めて⽤地選定をしていただきた
いと求めたところ、「場所の選定についても、スクールバスが運⾏できる道路なのか、発着場や待機場
所も含めて基本⽅針の中でしっかり検討し、お⽰ししたい」と答弁がありました。 

　議第３８号、令和６年度御所市国⺠健康保険事業特別会計補正予算（第１号）についてでは、補正
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補 正 予 算特別委員会

事業名 事業内容 事業費
財源内訳

国庫 県費 地方債 その他 一般財源

保険証送付事業
マイナンバーカードと被保険者証
の一体化に関する被保険者証・短
期被保険者証の送付を行う。 231 231

基幹系システム
改修事業

マイナンバーカードと被保険者証
の一体化に向けた基幹システムの
改修を行う。 2,695 2,695

合計 2,926 2,695 0 0 231 0

補正後の国民 
健康保険事業 
特別会計予算額 3,264,860 2,695 2,392,123 0 840,502 29,540

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の概要
（単位：千円）

次のページに続く



　６月２６日に第５回近鉄・ＪＲ御所駅周辺整備特別委員会が開かれました。第４回までは全議員で構
成する特別委員会でしたが、今回から定数が８名になりました。委員長、副委員長は継続で、齋藤聡委
員長と松浦正一副委員長。また丸山誠委員、新川理江子委員、中谷文雄委員、川本雅樹委員、山田秀士
委員、生川真也委員が選任されました。 

　当委員会は令和５年２月第１回会合より近鉄・JR御所駅周辺の各整備事業について議論を重ねてきま
した。これらは「御所市中心市街地地区まちづくり基本構想」や現在策定中の「まちづくり基本計画」、
奈良県・近鉄・JRと締結した「御所中心市街地地区のまちづくりに関する連携協定書｣」などに基づくも
ので、主な事業として複合庁舎の整備、近鉄御所駅の移設、駅前広場・自由通路の整備、駅前駐車場の
整備や周辺道路の新設・拡幅・歩道整備などがあります。 

　複合庁舎建設について、令和５年１１月に民間資本を活用する＊1ＰＦＩによる事業手法を承認しまし
た。今後は＊2特定事業の選定に向けて、＊3要求水準を策定する段階となり、市の財政面や駅前事業全体
のバランスなど、より広範かつ精緻な議論を展開する必要があります。そこで当委員会も定数を削減
し、より一層密に理事者との議論の場を設けてまいります。 

　なお第５回委員会では、ＰＦＩアドバイザリー業務の業者選定、スケジュールの報告が理事者からあ
りました。また委員の意見として、業者と具体的に協議できる期限についてや、庁舎だけの建設であっ
てはならない、鉄道会社との協議も必ず進めないといけない等の意見がありました。 

＊1　PFI（Private Finance Initiative：プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）とは、公共事業を実施す
るための手法の一つです。民間の資金と経営能力・技術力（ノウハウ）を活用し、公共施設等の設計・建設・改修・
更新や維持管理・運営を行う公共事業の手法です。あくまで地方公共団体が発注者となり、公共事業として行うも
のであり、JRやNTTのような民営化とは違います。（引用：内閣府ホームページ） 

＊2　特定事業の選定とは、対象の事業にPFI手法を導入して実施することが最適であると、公共施設等管理者が最
終的な判断を行うPFI法上の手続きのことです。（引用：「自治体担当者のためのPFI実践ガイドブック」） 

＊3　要求水準とは、PFI手法での事業の実施にあたって、民間事業者が提供すべき公共サービスの内容と達成すべ
き品質や水準を示すもので、事業の実施により政策目標の達成などの成果を実現するために民間事業者の創意工夫
の余地を損なわない範囲で具体的に提示するものです。（引用：「自治体担当者のためのPFI実践ガイドブック」）

近 鉄 ・ＪＲ御所駅周辺整備特別委員会
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内容はマイナンバーカードと被保険者証の⼀体化に伴う対応であることから、本市でのマイナ保険証の利
⽤率や個⼈情報の管理体制について説明を求めました。これに対し、御所市のマイナ保険証の利⽤率は
７.６８％であること、職員に対して個⼈情報管理の意識の徹底、ルールの周知に取り組んでいる旨の答
弁がありました。委員からはマイナ保険証について１２⽉以降も保険証を残す⼿段を考えるべきである
という意⾒、また不正防⽌や医療情報の把握に優れているマイナ保険証を積極的に進めるべきという意
⾒が出されました。 

　審議の結果を踏まえて採決を⾏い、いずれの議案も全会⼀致で原案通り可決すべきものと決しまし
た。6 ⽉２８⽇、補正予算特別委員会の審査結果を本会議にて⽣川委員⻑が報告を⾏い、全会⼀致で可
決されました。



議案番号 案件名 概要 議決結果

議第３５号 御所市税条例の一部改正について

地方税法等の一部を改正する法律（令和６
年法律第４号）が令和６年３月３０日に公
布されたことに伴い、条例改正しようとす
るもの

全会一致 
原案可決

議第３６号
御所市公の施設に係る指定管理者
の指定手続等に関する条例の一部
改正について

公の施設に係る指定管理者の選定手続につ
いて、公募を原則とするが、昨今の事例を
踏まえ、募集によらない選定手続の規定の
整理を行うもの。

議第３７号 令和６年度御所市一般会計補正予
算（第３号）について

※補正予算特別委員会枠に記載　２、３ペ
ージ

議第３８号
令和６年度御所市国民健康保険事
業特別会計補正予算（第１号）に
ついて

※補正予算特別委員会枠に記載　２、３ペ
ージ

議第３９号 御所市公平委員会委員の選任につ
いて

泉井久典氏の選任（任期：令和６年７月２
８日から４年間）

全会一致
原案同意

議第４０号 御所市固定資産評価審査委員会委
員の選任について

𠮷村理氏の選任（任期：令和６年７月５日
から３年間）

議第４１号 御所市教育委員会委員の任命につ
いて

松嶋秀典氏の任命（任期：令和６年１０月
１日から４年間）

議第４２号 奈良県住宅新築資金等貸付金回収
管理組合規約の変更について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第
２８６条第１項の規定により、奈良県住宅
新築資金等貸付金回収管理組合規約の一部
を変更することについて

全会一致
原案可決

議第４３号
奈良県住宅新築資金等貸付金回収
管理組合の解散について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第
２８８条の規定により、構成団体の協議に
より定めることについて

議第４４号
奈良県住宅新築資金等貸付金回収
管理組合の解散に伴う財産処分に
ついて

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第
２８９条の規定により、奈良県住宅新築資
金等貸付回収管理組合の解散に伴う財産処
分を構成団体との協議により定めることに
ついて

令 和 ６年６月定例会の結果

市長提出議案
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議案番号 案件名 概要 議決結果

議第４５号 令和６年度御所市一般会計補正予
算（第４号）について

・定額減税補足給付として、定額減税しき
れないと見込まれる人に対し調整給付金の
支給。224,260千円 
・令和６年度新たに住民税が非課税・均等
割課税となった世帯に対し１０万円の重点
支援給付金を給付するとともに、これらの
世帯の児童一人当たり８万円（国５万円＋
市独自３万円）の子育て応援給付金を支給
する。60,332千円 
・デフレ脱却の一時的な措置として、令和
６年度個人住民税の定額減税が実施される
ことに伴い、個人住民税の歳入が減少する
ことから予算を補正するもの。減少額につ
いては、地方特例交付金により全額補填さ
れる。

全会一致
原案可決

報第２号
御所市税条例の一部を改正する条
例の専決処分の報告について

地方税法等の一部を改正する法律（令和６
年法律第４号）が令和６年３月３０日に公
布され、一部の規定を除き同年４月１日か
ら施行されたことに伴い、条例改正したも
の 全会一致 

原案承認

報第３号
御所市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の専決処分の報告
について

地方税法施行令の一部を改正する政令（令
和６年政令第１３６号）が令和６年４月１
日から施行されたことに伴い、所要の改正
を行うため、条例を改正したもの

報第４号 令和５年度御所市繰越明許費繰越
計算書の報告について

令和５年度に決算できなかった１８事業 
554,916千円の繰越

報告のみ報第５号 令和５年度御所市水道事業会計予
算繰越計算書の報告について

令和５年度に決算できなかった36,300千
円の繰越

報第６号 令和５年度御所市下水道事業会計
予算繰越計算書の報告について

令和５年度に決算できなかった300,554千
円の繰越

報第７号
令和６年度御所市一般会計補正予
算（第１号）の専決処分の報告に
ついて

・令和６年度税制改正により、一人当たり
所得税３万円、個人住民税１万円の計４万
円の定額減税が実施されることに伴う基幹
システム改修費。3,300千円 
・市議会議員補欠選挙。5,846千円

全会一致 
原案承認

令 和 ６年６月定例会の結果
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議案番号 案件名 概要 議決結果

報第８号
令和６年度御所市一般会計補正予
算（第２号）の専決処分の報告に
ついて

・定額減税補足給付として、定額減税しき
れないと見込まれる人に対して、調整給付
金を支給するにあたり、システム改修及び
給付金窓口業務を委託。13,947千円 
・令和６年度新たに住民税が非課税・均等
割課税となった世帯に対し１０万円の重点
支援給付金を給付するとともに、これらの
世帯の児童一人当たり８万円（国５万円＋
市独自３万円）の子育て応援給付金を支給
するにあたり、システム改修を委託する。
2,123千円

全会一致 
原案承認

報第９号
令和６年度御所市学校給食費特別
会計補正予算（第１号）の専決処
分の報告について

令和５年度御所市学校給食費特別会計に歳
入不足が生じたため、令和６年度同会計か
ら繰上充用することにより精算。

賛否の分かれた議案（例）

※ 南議長は採決に加わりません。　　　　　　　　　　　　（賛成…◯、反対…✕、退席…△、欠席…ー）

今議会では賛否が分かれた議案はございませんでした。 
賛否が分かれた場合は議案について賛成理由、反対理由が掲載されます。
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秀
士

生
川
真
也

池
田
靖
幸

南
満

川
田
大
介

杉
本
延
博

松
浦
正
一

賛
成

反
対 結果

議第35号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議
長

◯ ◯ ◯ 12 0 可決

議第◯号 ✕ ◯ ✕ ◯ ✕ ◯ ✕ ◯ ✕
議
長

✕ ◯ ✕ 5 7 否決

令 和 ６年６月定例会の結果
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新
川
　
理
江
子
　
議
員 

　
・
奈
良
県
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
の
為
の 

　
　
基
本
計
画
の
概
要
に
つ
い
て 

　
・
授
業
参
観
の
重
複
の
件
と
配
布
と
文
書
チ
ェ
ッ
ク
体
制 

　
・
学
校
給
食
の
件 

　
山
田
　
秀
士
　
議
員 

　
・
学
校
プ
ー
ル
の
今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て 

　
・
学
校
運
動
場
の
維
持
管
理
体
制
に
つ
い
て 

　
・
拠
点
校
方
式
で
の
合
同
部
活
動
の
今
後
の
運
営
方
針
に 

　
　
つ
い
て 

　
丸
山
　
誠
　
議
員 

　
・
県
域
水
道
一
体
化
に
伴
う
各
施
設
の
水
道
料
金 

　
・
大
規
模
災
害
時
の
対
応 

　
・
防
災
交
流
館
ミ
モ
ー
ロ
の
運
用 

　
・
保
育
所
統
廃
合 

　
川
本
　
雅
樹
　
議
員 

　
・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
学
童
保
育
）
に
つ
い
て 

　
・
下
水
道
整
備
に
つ
い
て 

　
・
歴
史
博
物
館
の
基
本
構
想
策
定
に
つ
い
て 

　
杉
本
　
延
博
　
議
員 

　
・
市
長
の
所
信
表
明
に
つ
い
て 

　
松
浦
　
正
一
　
議
員 

　
・
御
所
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
特
定
事
業
計
画
と
御
所
市
内
の 

　
　
道
路
状
況
に
つ
い
て 

　
中
谷
　
文
雄
　
議
員 

　
・
災
害
時
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
の 

　
　
持
続
的
な
連
携
に
つ
い
て

一 般 質問
市民のみなさんの暮らしをより良いものにするため、市に対して質問を行いました。 

抜粋した内容をお伝えします。以下質問順、内容は各議員が要約。 

こんなことを質問しました

新川 理江子 

議員

（
新
川
）
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性

へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」 

具
体
的
な
計
画
が
検
討
さ
れ
た
の
か
。
御

所
市
役
所
内
に
、
市
町
村
の
役
割
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
法
に
お
い
て
、
努
力
義

務
と
さ
れ
て
い
る
市
町
村
基
本
計
画
の
策

定
や
女
性
相
談
員
の
配
置
を
務
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
公
的
の
特
化
し
た
部
署
を
設

置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
人
一
人
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
包
括
的
な
支
援
の
実
施

を
、
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
女
性
相

談
は
多
種
多
様
。
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
、
高
齢
者

問
題
、
障
害
者
問
題
も
付
随
す
る
事
と
想

定
さ
れ
る
。
女
性
を
取
り
巻
く
、
多
様
な

相
談
業
務
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
、
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。 

（
市
民
協
働
部
長
）
女
性
へ
の
支
援
の
為

の
基
本
計
画
を
盛
り
込
ん
だ
一
体
化
し
た

計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。
県
の
動

向
を
確
認
し
な
が
ら
本
市
の
設
置
体
制
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
を
契

機
に
、
調
査
と
情
報
収
集
で
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
市
長
）
今
後
の
動
き
を
検
討
し
な
が
ら
具
体

的
に
話
を
進
め
て
い
け
た
ら
と
思
う
。
広
域
で

連
携
し
て
専
門
職
を
置
い
て
協
力
し
な
が
ら
や

る
の
も
一
考
す
べ
き
か
と
思
う
。
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
と
い
う
の
も
議
論
し
、
行
政
外
で
解
決

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
も
多
々
含
ま
れ
る

か
と
思
う
の
で
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

奈
良
県
困
難
な
問
題
を
抱
え
る

女
性
へ
の
支
援
の
為
の

基
本
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

他
２
件
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山田 秀士 

議員

（
山
田
）
水
泳
授
業
の
あ
る
学
校
と
な
い

学
校
で
教
育
格
差
が
生
じ
な
い
か
？ 

（
教
育
長
）
中
１
、
中
２
に
お
い
て
原
則

必
修
で
あ
る
が
、
プ
ー
ル
の
な
い
御
所

中
、
大
正
中
に
お
い
て
は
水
難
事
故
防
止

に
関
す
る
指
導
を
行
っ
て
い
る
。 

（
山
田
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
統
一
の
必
要
性

と
、
各
学
校
の
独
自
色
の
両
観
点
か
ら
市

教
育
委
員
会
に
お
い
て
今
後
の
課
題
と
し

て
庁
内
で
の
議
論
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
市
内
学
校
プ
ー
ル
の
年
間
の
維
持
管

理
費
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
か
。 

（
教
委
局
）
令
和
５
年
度
実
績
に
お
い

て
、
９,

３
２
３,

３
２
７
円
で
あ
っ
た
。 

（
山
田
）
各
学
校
で
プ
ー
ル
を
維
持
し
続

け
て
い
く
よ
り
も
、
建
設
予
定
の
健
康
増

進
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用
し
た
屋
内
プ
ー

ル
授
業
を
検
討
さ
れ
て
み
て
は
ど
う
か
。 

（
市
長
）
や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組

合
と
の
連
携
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
維
持

管
理
費
や
学
校
規
模
適
正
化
の
側
面
か

ら
、
小
中
学
校
の
水
泳
授
業
を
実
施
す
る

仕
様
と
し
て
は
大
変
合
理
的
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。 

（
山
田
）
や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組

合
と
の
連
携
の
中
で
、
ま
ず
は
地
元
自
治

体
と
し
て
の
意
向
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

丸山 誠 

議員

他
２
件

（
山
田
）
新
制
度
の
部
活
動
に
何
名
が
参

加
さ
れ
て
い
る
か
？ 

（
教
育
長
）
野
球
部
に
お
い
て
は
、
１
～

３
年
生
全
部
員
が
３
３
名
。
１
年
生
の
新

入
部
員
が
２
２
名
、
う
ち
大
正
中
か
ら
４

名
、
葛
上
中
か
ら
４
名
が
参
加
し
て
い

る
。 

（
山
田
）
生
徒
や
保
護
者
か
ら
ど
の
よ
う

な
反
応
が
あ
る
か
。 

（
教
育
長
）
子
ど
も
の
部
活
動
選
択
肢
が

増
え
た
。
一
方
で
、
週
末
以
外
の
参
加
も

希
望
し
た
い
。 

（
山
田
）
移
動
の
課
題
に
つ
い
て
【
部
活

動
送
迎
タ
ク
シ
ー
制
度
】
を
導
入
し
て
は

い
か
が
か
。 

（
教
委
長
）
現
在
は
各
ご
家
庭
の
責
任
の

も
と
で
移
動
し
て
頂
い
て
い
る
が
、
今
後

の
重
要
な
課
題
と
し
て
受
け
止
め
て
い

る
。 

（
山
田
）
全
国
に
は
都
道
府
県
と
連
携
し

た
取
り
組
み
も
あ
り
、
財
政
支
援
等
も
含

め
奈
良
県
と
の
連
携
を
模
索
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

学
校
プ
ー
ル
の
今
後
の 

運
営
方
針
に
つ
い
て

拠
点
校
方
式
で
の
合
同
部
活
動
の 

今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て

県
域
水
道
一
体
化
に
伴
う 

各
施
設
の
水
道
料
金

一 般 質問

（
丸
山
）
水
道
の
管
轄
が
市
か
ら
広
域
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
民
館
や
集
会
所
の

水
道
料
金
に
変
化
は
あ
る
の
か
。 

（
水
道
局
長
）
公
民
館
や
集
会
所
に
限
ら

ず
、
変
化
は
あ
る
。
こ
れ
ま
で
御
所
市
は

メ
ー
タ
ー
口
径
１
３
の
場
合
、
０
立
方

メ
ー
ト
ル
か
ら
７
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

基
本
料
金
が
税
込
１,

１
９
５
円
と
一
律
。

広
域
水
道
企
業
団
で
は
０
立
方
メ
ー
ト
ル

か
ら
従
量
制
で
、
基
本
料
金
を
低
額
に
抑

え
、
使
用
水
量
が
増
加
す
る
ご
と
に
料
金

変
動
す
る
。
統
合
当
初
は
料
金
は
上
が
ら

な
い
。 

（
丸
山
）
施
設
に
よ
っ
て
使
用
量
が
違

う
。
料
金
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
治

会
へ
の
負
担
は
生
じ
な
い
と
い
う
認
識
で

よ
い
か
。 

（
水
道
局
長
）
御
所
市
で
は
市
の
独
自
政

策
と
し
て
、
地
域
活
性
化
を
目
的
に
自
治

会
集
会
所
等
に
、
１
ヶ
月
当
た
り
７
立
方

メ
ー
ト
ル
以
下
の
基
本
料
金
内
で
あ
る
場

合
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
を
し
て

減
免
し
て
い
た
。
そ
れ
と
同
等
程
度
の
負

担
軽
減
は
継
続
し
て
行
う
。

大
規
模
災
害
時
の
対
応

（
丸
山
）
市
内
に
あ
る
各
社
建
設
業
者
と

の
災
害
時
の
連
携
協
定
は
あ
る
か
。 

（
市
民
協
働
部
長
）
令
和
２
年
に
災
害
時

に
お
け
る
緊
急
対
応
業
務
に
関
す
る
協
定

を
、
御
所
市
建
設
業
協
会
と
結
ん
で
い

る
。
ま
た
平
成
２
３
年
に
災
害
時
の
水
道

に
係
る
緊
急
対
応
業
務
に
関
す
る
協
定
を

結
ん
で
い
る
。 

（
丸
山
）
先
月
、
石
川
県
の
被
災
に
あ
っ

た
地
域
を
巡
っ
た
が
、
建
設
業
者
が
１
社

し
か
な
い
の
で
復
興
が
進
ま
な
い
地
域
も

あ
っ
た
。
日
頃
か
ら
市
民
、
業
者
の
方
々

と
の
連
携
を
協
議
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
会
議
は
進
ん
で
い

る
か
。 

（
市
民
協
働
部
長
）
大
規
模
災
害
に
な
る

と
、
到
底
職
員
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
。
様
々
な
方
々
の
協
力
が
必
要
に
な

る
。
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
必
要
性
が
あ

る
の
か
確
認
す
る
意
味
で
、
会
議
等
に
つ

い
て
、
今
後
対
応
し
て
い
く
。
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一般質問

川本 雅樹 

議員

（
川
本
）
令
和
１
２
年
を
⽬
標
に
⼀
つ
の

⼩
中
学
校
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、
そ
の
場

合
、
現
在
、
⼩
学
校
の
校
舎
の
⼀
部
ま
た

は
近
接
し
た
場
所
に
あ
る
学
童
保
育
所
は

ど
う
な
る
の
か
。 

（
健
康
福
祉
部
参
事
）
学
童
保
育
所
の
場

所
は
、
地
域
性
、
通
学
バ
ス
の
運
⾏
状

況
、
保
護
者
の
利
便
性
な
ど
を
考
慮
し
て

決
め
た
い
。
１
か
所
に
な
っ
た
場
合
は
適

正
な
⼈
数
に
ク
ラ
ス
分
け
す
る
。 

（
川
本
）
指
導
員
は
会
計
年
度
任
⽤
職
員

だ
が
、
フ
ル
タ
イ
ム
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

⽅
は
そ
れ
ぞ
れ
何
⼈
い
る
か
。 

（
健
康
福
祉
部
参
事
）
フ
ル
タ
イ
ム
８

⼈
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
２
２
⼈
。 

（
川
本
）
こ
の
４
⽉
か
ら
会
計
年
度
任
⽤

職
員
に
も
勤
勉
⼿
当
が
付
く
よ
う
に
な
っ

た
。
ど
ん
な
内
容
か
。 

（
健
康
福
祉
部
参
事
）
給
料
は
、
フ
ル
タ

イ
ム
の
場
合
、
給
料
表
の
１
級
３
４
号
で

⽉
額
２
０
万
９
３
０
０
円
。
パ
ー
ト
タ
イ

ム
は
、
１
級
２
９
号
で
⽉
額
２
０
万
２
４

０
０
円
。
勤
勉
⼿
当
は
、
任
用
期
間
が

６
ヶ
月
以
上
で
週
１
５.

５
時
間
以
上
勤
務

し
て
い
る
場
合
で
、
年
額
で
⽉
額
基
本
給

の
０.

４
８
７
５
⽉
分
に
な
る
。 

（
川
本
）
学
童
保
育
は
、
共
働
き
家
庭
が

⼀
般
化
し
た
現
代
社
会
に
あ
っ
て
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
社
会
的
施
設
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
指
導
員
は
、
⼦
ど
も
た
ち
の
発

達
を
保
障
す
る
働
き
か
け
を
す
る
、
働
く

親
と
連
携
す
る
な
ど
専
⾨
性
が
求
め
ら
れ

る
。
公
設
公
営
を
堅
持
し
、
⺠
間
委
託
を

し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
い
。 

（
市
⻑
）
公
設
か
ら
⺠
間
に
移
す
と
い
う

こ
と
⾃
体
、
私
の
頭
の
中
に
は
今
な
い
。

（
川
本
）
歴
史
博
物
館
の
基
本
構
想
策
定

費
の
予
算
は
い
つ
付
け
る
の
か
。 

（
市
⻑
）
こ
の
３
月
議
会
で
は
年
度
内
の

補
正
予
算
案
に
お
い
て
基
本
構
想
策
定
費

用
の
可
能
性
を
お
示
し
し
た
が
、
令
和
７

年
度
当
初
予
算
案
に
お
い
て
計
上
し
た

い
。 

（
川
本
）
南
部
地
域
に
と
っ
て
博
物
館
は

観
光
も
含
め
て
拠
点
と
な
る
施
設
。
ぜ

ひ
、
⼀
度
⾏
っ
て
み
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
博
物
館
を
創
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

学
童
保
育
に
つ
い
て

博
物
館
の
建
設
に
つ
い
て

他
１
件

（
杉
本
）
市
長
は
、
御
所
市
に
と
っ
て
勝

負
の
１
０
年
と
位
置
づ
け
、
御
所
市
の
未

来
へ
の
大
き
な
責
任
を
確
か
な
決
断
で
と

述
べ
ら
れ
た
。
「
勝
負
の
１
０
年
」
の
思

い
と
決
意
と
は
。 

（
市
長
）
今
後
の
１
０
年
間
が
御
所
市
の

将
来
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
分
水
嶺
と

な
る
。
行
政
改
革
を
進
め
、
懸
案
事
業
の

推
進
と
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
両
立
と

均
衡
を
図
っ
て
い
く
。 

 

（
杉
本
）
若
い
世
代
が
住
み
や
す
く
、
豊

か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
現

実
問
題
と
し
て
の
人
口
減
少
対
策
を
進
め

て
い
く
と
述
べ
ら
れ
た
。
ど
の
よ
う
な
展

開
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

（
市
長
）
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
、
子

ど
も
の
た
め
の
魅
力
あ
る
教
育
環
境
の
整

備
、
産
業
集
積
地
整
備
に
よ
る
雇
用
の
創

出
、
移
住·
定
住
の
支
援
策
等
に
取
り
組

み
、
持
続
可
能
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。 

杉本 延博 

議員

（
杉
本
）
地
域
経
済
が
活
性
化
し
、
活
力

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
新
規
雇
用

を
創
出
す
る
企
業
誘
致
を
進
め
る
。
守
り

の
農
林
業
か
ら
攻
め
の
農
林
業
へ
と
述
べ

ら
れ
た
。
進
捗
状
況
、
こ
れ
か
ら
の
展
開

と
は
。 

（
市
長
）
産
業
集
積
地
の
事
業
も
正
式
名

称
が
つ
け
ら
れ
、
第
１
期
区
間
の
企
業
募

集
が
始
ま
る
。
農
業
従
事
者
が
減
り
、
耕

作
放
棄
地
が
増
え
て
い
る
。
地
域
計
画
の

策
定
を
進
め
る
中
で
、
課
題
解
決
に
向
け

た
施
策
を
考
え
て
い
る
。
森
林
環
境
譲
与

税
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
森

林
行
政
を
進
め
て
い
く
。
ご
せ
ブ
ラ
ン
ド

の
認
定
は
、
１
１
品
種
（
農
業
製
品
）
あ

る
。
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
化
の
検
証
、
ご
せ

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
知
し
て
も
ら
え
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。 

（
杉
本
）
自
然
と
歴
史
・
文
化
を
活
か
す

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
展
開

を
考
え
て
い
る
の
か
。 

（
市
長
）
令
和
２
年
に
観
光
戦
略
会
議
を

作
っ
た
。
本
市
の
観
光
戦
略
で
は
、
第
一

歩
と
し
て
豊
富
な
観
光
資
源
か
ら
人
々
に

誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
く
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
を
進
め
て
い
く
。

市
長
の
所
信
表
明
に
つ
い
て
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一般質問
（
松
浦
）
事
業
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
と
市

内
の
道
路
状
況
に
つ
き
説
明
願
う
。 

　
特
定
事
業
計
画
か
ら
市
内
各
所
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
及
び
市
内
現
状
の
道
路
状

況
・
特
に
京
奈
和
自
動
車
道
と
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
道
路
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
基
本
構
想
で
は
、
御
所
駅
を
中
心
と
し

た
重
点
整
備
地
区
を
定
め
、
特
定
事
業
と

し
て
４
１
事
業
を
設
定
さ
れ
て
い
る
。

又
、
御
所
市
全
般
に
係
る
事
業
と
し
て
特

定
事
業
を
６
事
業
設
定
し
た
と
あ
る
、
ど

こ
の
地
区
が
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
る
の

か
お
答
え
く
だ
さ
い
、
特
に
近
鉄
Ｊ
Ｒ
御

所
駅
周
辺
開
発
地
区
及
び
御
所
市
防
災
交

流
館
周
辺
地
区
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を

願
う
。 

　
奈
良
県
条
例
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
条

例
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
特
定
事
業
と
い
う
事
で
す
か
ら
、
高

齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
達
の
移
動
等
の

松浦 正一 

議員

御
所
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
特
定
事
業
計
画
と 

御
所
市
内
の
道
路
状
況
に
つ
い
て

円
滑
化
の
促
進
化
に
ど
の
様
に
活
か
さ
れ

て
い
る
の
か
。 

（
企
画
政
策
部
長
）
近
鉄
Ｊ
Ｒ
御
所
駅
周

辺
事
業
に
お
い
て
は
、
Ｒ
２
４
号
線
に
お

い
て
は
、
歩
道
の
改
良
、
視
聴
覚
障
害
誘

導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
敷
設
、
フ
ェ
ン
ス
・
柵

の
設
置
、
舗
装
の
改
良
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ

の
改
良
を
計
画
さ
れ
て
い
る
。 

　
県
道
御
所
櫛
羅
線
に
お
い
て
は
、
歩
道

の
改
良
、
横
断
歩
道
に
接
続
す
る
縁
端
部

分
の
段
差
の
改
良
、
視
覚
障
害
者
誘
導
用

ブ
ロ
ッ
ク
の
敷
設
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
改

良
、
大
広
町
交
差
点
に
お
い
て
は
音
響
式

信
号
の
整
備
、
高
齢
者
等
感
応
式
信
号
、

こ
れ
は
青
延
長
用
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機

の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。 

　
御
所
駅
南
交
差
点
に
お
い
て
は
エ
ス

コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
設
置
、
防
災
交
流
館
の

周
辺
に
つ
い
て
は
、
青
翔
高
校
前
の
交
差

点
に
お
い
て
高
齢
者
等
感
応
式
信
号
の
整

備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

（
中
谷
）
今
後
、
災
害
時
に
お
け
る
コ
ン

ビ
ニ
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。 

（
市
民
協
働
部
長
）
奈
良
県
が
平
成
１
６

年
に
災
害
時
に
お
け
る
帰
宅
困
難
者
に
対

す
る
協
定
を
締
結
し
、
災
害
時
の
帰
宅
困

難
者
に
対
す
る
飲
料
水
、
ト
イ
レ
、
情
報

提
供
等
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。 

（
中
谷
）
県
内
に
お
い
て
の
市
町
村
で
協

定
を
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。 

（
市
民
協
働
部
長
）
奈
良
県
が
、
コ
ン
ビ

ニ
と
の
２
つ
の
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
そ
れ
を
活
用
す
る
の
で
、

私
ど
も
の
ほ
う
で
は
協
定
は
し
て
い
な

い
。 

（
中
谷
）
今
後
の
重
要
な
拠
点
と
な
る
と

こ
ろ
に
お
い
て
、
部
長
と
し
て
考
え
、
私

見
は
ど
う
か
。 

（
市
民
協
働
部
長
）
ど
う
い
っ
た
連
携
が

さ
ら
に
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
研
究

し
、
よ
り
一
層
連
携
を
深
め
て
い
く
。 

（
中
谷
）
地
域
に
協
力
す
る
た
め
に
自
治

体
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し

た
り
、
中
に
は
店
員
に
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
講
座
を
受
け
さ
せ
た
り
し
て

い
る
コ
ン
ビ
ニ
も
あ
る
。 

（
健
康
福
祉
部
長
）
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
事
業
は
こ
れ
ま
で
９
８
回
開
催
し
、

延
べ
２
８
７
１
人
受
講
し
て
い
る
身
近
な

拠
点
の
事
業
者
は
ラ
イ
フ
、
南
都
銀
行
、

薬
局
の
３
箇
所
の
み
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
が
行
う
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
御
所
市
が
連
携
で
き
る
の
か
調
査

し
、
検
討
し
て
い
く
。 

（
中
谷
） 

災
害
時
の
コ
ン
ビ
ニ
の
ト
イ
レ

を
公
共
ト
イ
レ
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
と

思
う
。
コ
ン
ビ
ニ
を
生
か
し
て
い
く
に
は

ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
か
。 

（
市
長
）
コ
ン
ビ
ニ
が
１
つ
の
ま
ち
の
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
価
値
が
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
国
が
何
か
の
援
助
を
す
る
と
い

う
こ
と
は
あ
り
得
る
と
思
う
。
市
と
し
て

は
、
と
に
か
く
連
携
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
や
っ
て
い
く
の
が

今
の
段
階
で
は
必
要
と
思
う
。

中谷 文雄 

議員

災
害
時
に
お
け
る 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
の 

持
続
的
な
連
携
に
つ
い
て

御所市議会だより 2024年9月号11



御所市議会だより 2024年9月号 12

　
拝
啓 

　
議
会
だ
よ
り
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
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こ
の
度
、
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諸
般
の
事
情
か
ら
、
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私
た
ち
は
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
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合
い
な
が
ら
よ
り
良
い
も
の
を
作
っ
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な
に
か
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
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。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
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長
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